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伊予鉄道遺産は
ワンダーランド

平
成
13
年
に
愛
媛
県
の
近
代
化
遺
産
調
査
が
実

施
さ
れ
、
伊
予
鉄
道
関
連
の
歴
史
遺
産
に
い
く
つ

か
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
た
。（
平
成
15
年

刊
行
の
「
愛
媛
温
故
紀
行
」
参
照
。）
こ
の
時
に
発

見
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
事
例
を
か
ら
め
、
明
治
21

年
に
登
場
す
る
こ
と
で
日
本
初
の
軽
便
鉄
道
と
い

う
歴
史
的
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
伊
予
鉄
道
に
つ
い

て
、
一
周
り
し
て
み
た
い
。

創
業
者
の
小
林
信
近
（
１
８
４
２
～
１
９
１
８
）

は
、
天
保
13
年
生
ま
れ
の
松
山

藩
士
だ
っ
た
が
、
二
十
代
で
激

動
の
明
治
を
迎
え
、
時
代
が
や

が
て
彼
を
政
治
経
済
の
表
舞
台

に
押
し
上
げ
て
ゆ
く
。
特
設
県

議
会
初
代
議
長
、
第
五
十
二
国

立
銀
行
頭
取
、
海
南
新
聞
社
長
、

加
え
て
伊
予
鉄
道
、
伊
予
水
力

電
気
の
創
設
な
ど
、
そ
の
肩
書

き
は
枚
挙
に
暇

い
と
ま

が
な
く
、
そ
れ

ば
と
探
す
も
見
つ
か
ら
ず
。
そ
の
代
わ
り
、
構
内

を
隔
て
る
廃
レ
ー
ル
の
列
柱
に
は
、
い
く
つ
か
の

面
白
い
も
の
が
残
っ
て
い
た
。
昭
和
37
年
、
八
幡

製
鐵
時
代
の
プ
レ
ー
ト
や
、
１
９
３
２
年(

昭
和
７)

５
月
製
の
や
は
り
八
幡
製
鐵
マ
ー
ク
の
廃
レ
ー
ル
、

あ
る
い
は
１
９
６
４
年(

昭
和
39)

３
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ

る
年
の
富
士
製
鉄
製
レ
ー
ル
な
ど
。

や
が
て
、
昭
和
45
年
に
合
併
し
て

新
日
本
製
鉄
が
誕
生
し
て
ゆ
く
歴

史
を
考
え
る
と
、
ナ
カ
ナ
カ
に
面

白
い
。

　

で
は
、
続
い
て
他
の
戦
前
期
の

駅
舎
と
思
わ
れ
る
も
の
を
見
て
み

よ
う
。
郡
中
線
は
、
１
８
９
６(

明

治
29)

年
南
豫
鐵
道
と
し
て
発
足

し
、
４
年
後
に
は
伊
予
鐵
道
に
合

併
と
な
る
。
岡
田
駅
は
１
９
１
０

(

同
43)

年
に
建
設
さ
れ
、
寄よ

せ

棟む
ね

屋

根
の
漆し

っ

喰く
い

塗
り
の
駅
舎
。
看
板
も
、

だ
け
で
も
立
志
伝
中
の
人
物

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
は
高
浜
線
沿
線
。
そ

の
栄
え
あ
る
日
本
初
の
栄
冠

と
な
っ
た
ド
イ
ツ
ク
ラ
ウ
ス

社
製
の
一
号
機
関
車
が
、
梅

津
寺
公
園
に
鎮
座
し
て
い

る
。
後
に
夏
目
漱
石
の
登
場

で
“
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
”
と
し

て
世
に
知
ら
れ
る
そ
も
そ
も

の
シ
ロ
モ
ノ
。
昭
和
42
年
に

当
時
の
国
鉄
か
ら
鉄
道
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

特
設
さ
れ
た
専
用
車
庫
の
立

派
さ
が
そ
の
価
値
に
華
を
添

え
て
い
て
天
晴
れ
。
足
元
を
見
て
み
よ
う
。
レ
ー

ル
幅
が
狭
軌
サ
イ
ズ
で
７
６
２
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。

レ
ー
ル
自
体
も
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
比

べ
て
非
常
に
小
さ
い
。

　

そ
の
当
時
の
レ
ー
ル

と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
高

浜
駅
で
見
ら
れ
る
。
駅
舎

自
体
も
、
正
確
な
建
築
年

は
不
明
な
れ
ど
、
洋
風
建

築
と
し
て
は
三
津
駅
が

改
築
さ
れ
こ
こ
の
み
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

周
囲
、
通
路
の
支
柱
は
、

白
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て

い
る
が
初
期
に
使
用
さ

れ
て
い
た
廃
レ
ー
ル
に

違
い
な
い
。
こ
う
し
た
場

合
、
刻
印
な
ど
で
も
あ
れ
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旧
字
体
や
右
書
き
か
ら
左

書
き
に
改
め
ら
れ
た
痕
跡

な
ど
、
時
代
の
変
遷
を
物

語
る
。
内
部
は
棹さ

お

縁ぶ
ち

天
井

の
意
匠
が
風
変
わ
り
で
、

か
つ
て
は
レ
ト
ロ
照
明
具

が
ブ
ラ
下
が
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
伊
予

鉄
道
の
古
い
駅
舎
は
全
般

こ
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
出
る
改

札
口
か
ら
い
き
な
り
階
段
の
こ
と
が
多
い

が
、
こ
れ
も
か
つ
て
の
軽
便
鉄
道
時
代
か

ら
、
現
在
の
電
車
に
車
両
が
大
型
化
す
る

中
で
起
き
た
歴
史
の
所
産
と
も
言
え
る
。
駅
の
左

手
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
に
廃
レ
ー

ル
の
立
柱
が
。
今
度
は
「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｅ　

１
９
０
４
」
の
刻
印
。
明
治
37
年
、
つ
ま
り
は
日
露

戦
争
時
代
の
、
米
国
カ
ー
ネ
ギ
ー
社
製
の
も
の
だ
。

　

隣
の
松
前
駅
も
面
白
い
。
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で

築
年
不
明
な
半
切き

り

妻づ
ま

屋
根
の
民
家
風
。
中
心
飾
り

の
あ
る
天
井
は
漆
喰
で
、
室
内
が
明
る
い
。
必
見

は
、
入い

り

母も

屋や

屋
根
の
車
寄
せ
ス
タ
イ
ル
と
し
た
正

面
入
り
口
の
両
側
に
立
つ
柱
。
こ
ん

な
デ
ザ
イ
ン
見
た
こ
と
な
い
と
い
う

個
性
的
な
も
の
。
柱
頭
部
分
が
宮
大

工
バ
リ
の
斗
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

丸
柱
の
下
部
は
細
く
絞
っ
て
角
柱
形

状
で
支
え
る
、
と
い
う
和
洋
混
在
の

手
法
。
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
力
技
と
い

う
か
、
奔
放
な
発
想
と
い
う
か
、
何
と

も
愉
快
。

　

続
い
て
、
横
河
原
線
の
終
点
横
河

原
駅
へ
。
こ
こ
も
切
妻
の
普
通
の
民

家
と
間
違
え
て
も
不
思
議
で
な
い
駅

舎
。
他
の
駅
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

作
り
付
け
の
木
製
の
腰
掛
け
が
、
年
代
モ
ノ
で
味

わ
い
深
い
。
見
慣
れ
た
方
に
は
ど
う
っ
て
こ
と
な

い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
フ
ツ
ー
さ
加
減
が
旅
人
の
旅

情
を
誘
う
終
着
駅
。
ま
た
、
架
線
を
こ
う
し
て
、
ダ

ン
ベ
ル
の
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
錘

お
も
り

で
引
っ
張

っ
て
あ
る
の
を
初
め
て
知
っ
た
。
こ
こ
で
も
構
内

仕
切
り
の
廃
レ
ー
ル
で
、
１
９
２
６(

昭
和
元)

年

の
刻
印
を
見
つ
け
る
。　

こ
う
し
て
見
て
ゆ
く
と
、

駅
舎
だ
け
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
全
く
違
う
表
情
で
個

性
的
。

　

一
方
、
橋
梁
も
見
所

が
多
い
。
ま
ず
こ
の
横

河
原
線
で
は
、
小
野
川

橋
梁
と
内
川
橋
梁
。
ス

チ
ー
ル
桁
の
プ
レ
ー
ト

に
注
目
し
た
い
。
そ
こ

に
は
こ
う
刻
さ
れ
て
い

る
。「
明
治
三
十
二
年　

阪
鶴
鐵
道　

汽
車
課
工

場　

製
造
」。
何
故
、
伊

予
鐵
道
に
阪
鶴
鐵
道
の
ス
チ
ー
ル

桁
が
。
そ
も
阪
鶴
鐵
道
と
は
、
大

阪
と
舞
鶴
と
を
結
ぶ
私
鉄
で
、
後

に
国
有
化
さ
れ
現
在
の
Ｊ
Ｒ
舞
鶴

線
と
な
る
路
線
。
創
立
に
関
わ
っ

た
人
物
に
大
洲
市
新
谷
の
出
身
で

神
戸
の
貿
易
商
と
し
て
財
を
成
し

た
池
田
貫
兵
衛
が
居
る
。
奇
し
く

も
、
そ
の
明
治
32
年
に
二
代
目
社

長
に
な
っ
た
古
畑
寅
造
は
、
大
阪

の
七
十
九
銀
行
頭
取
。
し
か
し
翌

年
に
は
、
そ
の
銀
行
が
経
済
恐
慌
で
取
り

付
け
騒
ぎ
と
な
り
古
畑
は
失
脚
。
そ
の
後

始
末
を
し
た
専
務
の
井
上
要
が
三
代
目
社

長
と
な
る
が
、
彼
は
実
は
大
洲
市
菅
田
の

有
友
庄
屋
の
出
。
そ
う
し
た
井
上
～
古
畑

～
池
田
ラ
イ
ン
を
考
え
る
と
、
阪
鶴
鐵
道

と
伊
予
鐵
道
と
の
ど
う
や
ら
浅
か
ら
ぬ
縁

が
浮
か
ん
で
く
る
。
現
物
証
拠
は
他
に
も
ま
だ
あ

る
。
実
は
、
土
橋
駅
の
構
内
に
使
用
さ
れ
て
い
る

廃
レ
ー
ル
の
刻
印
に
は
、「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」
の

文
字
が
読
め
る
も
の
が
あ
る
。
ロ
ー
マ
字
で
は
当

初
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

プ
レ
ー
ト
発
見
の
お
陰
で“
阪
鶴
”

の
意
だ
と
解
っ
た
。

　

こ
の
他
、
現
役
の
鉄
道
橋
梁
と

し
て
は
日
本
最
古
の
石
手
川
橋
梁

(

１
８
９
２
、
明
治
25
年)

や
、
直

ぐ
近
く
の
煉
瓦
橋
な
ど
、
伊
予
鉄

道
の
近
代
化
遺
産
群
は
、
物
語
に

満
ち
た
興
味
深
々
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
な
の
で
あ
る
。


